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内容要旨 
【目的】 
Ceria stabilized zirconia/alumina（ Ce-TZP/Al2O3） nanocomposite 
（Nano-Zirconia，Panasonic Healthcare, Japan）は高い曲げ強さと破壊
靱性値を有するため，義歯床用フレームワークに応用できる可能性を持ち，
製作過程のデジタル化や強固なフレームワークをメタルフリーで製作で
きる利点を有する．本研究では，Nano-Zirconia をフレームワークに用い
た全部床義歯を開発，臨床応用することを目的とし，このジルコニア義歯
による治療効果を患者の義歯満足度および口腔関連 QoL を用いて評価，従
来義歯と比較検討した． 
【方法】 
上顎無歯顎患者 29 名（男性 16 名，女性 13名，平均年齢 74.6±7.8 歳）
の被験者に対してジルコニア義歯（n=10）または従来義歯（n=19）を製作
し 2 年間追跡調査を行った．治療前および義歯装着 12 ヶ月後に患者アン
ケートを用いて義歯満足度と口腔関連 QoL を調査した．義歯満足度は
100-mm Visual Analogue Scale (VAS)を用いて，総合的満足度，快適性，
安定性，咀嚼能力，会話，審美性，清掃性の 7項目について評価した．口
腔関連 QoL は OHIP-J を用いて，Summary score と 4 サブドメイン（口腔
機能，審美性，痛み，心理社会的影響）について評価した．治療前および
治療後における VAS，OHIP-J各項目について，各義歯床群内の比較には対
応のある t検定を，またジルコニア義歯と従来義歯の群間比較には Welch
の t検定を用いた（p<0.05）．  
 
 【結果】 
装着期間内でのジルコニア義歯の破損は認められず生存率は 100%であ
った（平均装着期間：24.9±7.8 ヶ月）．ジルコニア義歯群の義歯満足度
は，すべての項目において治療後に改善傾向を示し，4項目（総合的満足
度，快適性，安定性，咀嚼能力）に統計的に有意な向上を認めた（p<0.05）．
ジルコニア義歯群における口腔関連 QoL は，すべての項目において治療後
に改善傾向を示したものの，統計的な有意差は認めなかった．OHIP の 4
つのサブドメインの障害度を分析すると，ジルコニア義歯と従来義歯のど
ちらの群においても，治療前および治療後ともに口腔機能と審美性の障害
度が高い傾向が認められた． 
【結論】 
義歯満足度，口腔関連 QoL を指標とすると，CAD/CAM 製作による
Nano-Zirconia をフレームワークに用いたジルコニア義歯は，従来義歯と
同程度の治療効果を示し，臨床的な有用性が示唆された． 
